SURGICAL REPORT

Patient's name: 




Diagnosis for surgery: 右手舟状骨骨折

Surgical procedure: 観血的骨接合術(Acutrak standard: 22.5mm)

Date: 

Surgeon: 

　Supervisor: 

　　　Assistants: 

Anesthesiologist: Dr.



Method of anesthesia: 

Duration of surgery: 
Blood loss: 


Blood transfusion: 

Transfusion: ml


Amount of urination: ml


Surgical finding and process:

透視下にST関節の位置を確認して皮膚ペンでmarkingした。右上肢をEsmarchで駆血後、air tourniquetの圧を250mmHgに維持して手術を開始した。ST関節を中心に舟状骨の長軸に沿って約1.0cmの皮切を加えた。皮下をモスキート鉗子を用いて鈍的に剥離して母指球筋の筋膜を剖出した。筋膜を尖刃で切離し、筋鈎を用いて母指球筋を繊維方向に分けてST関節を展開した。関節包を縦切すると関節内から血腫が噴出した。手関節を背橈屈位としてST関節の関節軟骨のできるだけ中央に1.1mm guide wireを対側皮質の直下まで刺入した。透視下に正面・側面像で舟状骨の長軸に平行に刺入されていることを確認した。depth gaugeを用いて長さを測ると25mmであった。長さを計測後にguide wireを更に刺入して対側皮質を貫いた。用手的にtapered drillで対側皮質の直下までdrillingした。Acutrak standard screw 22.5mmを挿入し、骨内に完全に埋没させた。 術野を洗浄後、関節包および皮下を3-0 バイクリルで縫合した。術後は前腕から手部のシーネ固定とした。
